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A: パソコン通信では、たいていの場合、バ

イナリデータをやりとりするための機能が

電子メールに備わっていますが、インター

ネットの電子メールは、もともとテキスト

メッセージの送受信を行うために作られた

ものですから、そのままではバイナリデータ

を送ることはできません。そこで、バイナ

リデータをいったんテキストデータに変換し

てから、メールで送ることになります。

このように、バイナリデータをテキスト

データに変換するツールとして、パソコン

通信では「ish」（イシまたはイッシュと読

む）というプログラムが有名ですね。UNIX

上で利用できるishも開発されていて、こ

れを利用すればいいのですが、実は少し問

題があります。

ishでは、バイナリデータをテキストデー

タに変換する際に、テキストデータとして

漢字を含む文字列に変換するようになって

います。しかし、インターネットに参加し

ている各組織では、利用されている漢字コ

ードが異なる場合があり、テキストデータ

が正しく受け取られない場合があるのです。

そこで、ishのs7オプションを用いて漢

字を利用しないテキストに変換するように

指定しなければなりません。DOS上では、

たとえば、

A>ish suna.gif /s7

のように実行することで、漢字を利用しな

いテキストファイル「suna.ish」を得るこ

とができます。UNIXの場合は、

% ish suna.ish -s7 suna.gif

となります。

ところで、インターネットの世界にはish

よりも標準的に利用されているツールとし

てuuencode/uudecode（ユーユーエンコ

ード／ユーユーデコード）というものがあ

ります。これらのツールは、通常のUNIX

システムには標準で用意されているので、

こちらを利用したほうが便利かもしれませ

ん。

まず、バイナリデータからテキストデー

タへの変換にはuuencodeを用います。

% uuencode suna.gif < suna.gif

> suna.uu

ちょっと利用方法が面倒ですが、このよ

うにすることで、テキストファイル

「suna.uu」が得られます。このファイルを

電子メールで送ればいいのですが、

% uuencode suna.gif < suna.gif 

| mail -s "My Photo"

user@domain.xx.jp

のようにして、直接電子メールを発信する

ことができます。

受け取ったメールは、いったんファイル

に格納し(ここではmail.uuというファイル

に格納したことにする)、uudecodeを用いて、

% uudecode mail.uu

と実行すると、suna.gifという元のファイ

ルが得られます。このとき、mail.uuという

ファイルには、電子メールのヘッダ情報や

電子メールの本文など、もともとuuencode

によって変換されたデータ以外のものが含

まれていてもいいので便利です(図1参照)。

このuuencode/uudecodeは、MS-DOS

上で動作するものも用意されていますから、

MS-DOS/Windowsを利用している場合に

は、そちらを利用するといいでしょう。 い

ずれにせよ、相手がもっているツールを利

用しないとせっかく送った電子メールもゴ

ミとなってしまいますから、とにかく相手

がどのような変換ツールをもっているのか

をまず問い合わせてみるといいでしょう。

Qインターネットの電子メールで、画

像ファイルやプログラムなどのバイ

ナリデータを送りたいのですが、ど

うしたらいいのでしょうか？

このコーナーでは、みなさんから寄せられたインターネットに関する

質問や疑問についてお答えしていきます。

日頃からわからないなあと思っている疑問、困っていることなどありましたら

どんなことでもけっこうですから質問を編集部までお寄せください。

宛先は ipmag-faq@impress.co.jpです。

入門者のための Frequently Asked Question
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A
回答者●砂原秀樹
奈良先端科学技術大学院大学
情報科学センター助教授
電気通信大学情報工学科助教授（併任）。
WIDEプロジェクト・ボード・メンバー。
日本でのインターネット普及のために
研究と後輩の指導に努めている。

A: これは、ISDN側の問題というよりは、

それを利用するコンピュータ側の問題なの

です。ダイアルアップIPサービスを利用す

る場合、通常RS-232Cのインターフェイス

を利用するのですが、現在のパソコンなど

において利用できる最大通信速度が、多く

の場合38.4Kbpsとなっているため、現在

用意されているサービスでは38.4Kbpsまた

は19.2Kbpsとなっているのです。

実際には、V.110という変換方式（プロ

トコル）を用いて、38 . 4Kbps または

19.2Kbpsを利用するように変更していま

す。

64Kbpsで通信できるインターフェイスも

あるのですが、特殊なシリアルカードやソ

フトウェアを使うことになります。RS-232C

インターフェイスの場合、１バイトずつデ

ータを送り出す「非同期通信」という方式

をとっているのに対し、これは512バイトず

つデータをまとめて送り出す「同期通信」。

現在の状況では装置が高価なため、気軽に

利用できるはずのダイアルアップIPサービ

スにはそぐわないと判断されているのでし

ょう。

しかし、38.4Kbpsとはいえ、デジタル回

線での通信ですから、アナログ回線でV.34

のモデムを使って通信する場合に比べても、

エラー発生の頻度などが異なるため、格段

に快適な通信環境を得られるはずですよ。

Q
ISDNのBチャンネルを利用する

と、64Kbpsで通信できるはずな

のに、ISDNを利用したダイアル

アップ IP サービスでは、38.4

Kbpsになるとプロバイダーの人

に言われてしまいました。なぜでし

ょうか?

Message-Id: <9502051806.AA04261@aaa.zz.jp>
To: imag@impress.co.jp
Subject: My Photo
From: suna@wide.ad.jp (Hideki Sunahara)
Reply-To: suna@wide.ad.jp
X-Mailer: Mew beta version 0.84 on Emacs 19.28.2, Mule 2.2
Mime-Version: 1.0
Content-Type: Text/Plain; charset=iso-2022-jp
Date: Mon, 06 Feb 1995 03:06:43 +0900
Sender: suna@itc.aist-nara.ac.jp

僕の顔写真です。紹介の部分ではこれを使って下さい。

---------------------------------------------------------------------
奈良先端科学技術大学院大学情報科学センター/ ¦ 砂原 秀樹
電気通信大学情報工学科 |

Information Technology Center               | Hideki Sunahara
NARA Institute of Science and Technology    | E-Mail: suna@wide.ad.jp
---------------------------------------------------------------------

begin 644 suna.gif
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M24I*2DM+2TQ,3$U-34Y.3D]/3U!04%%145)24E-34U145%5555965E=75UA8
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:
:
:
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end

図1 uuencode形式の電子メール
このように、変換された情報だけでなく、ヘッダ情
報やメッセージが含まれているファイルからでも、
そのまま元のファイルを復元することができる

▼
▼
▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼
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A

A: とても大切な電子メールを送ったときに、

相手のところまで電子メールが届いたのか

否か、相手が読んでくれたかどうかといった

ことは非常に心配です。そこで、それを確

認する手段がほしいところなのですが･･･。

現在のインターネットの電子メールでは、

ヘッダ情報(電子メールの宛先や差出人な

どの情報を示す部分)に、

Return-Receipt-To: 自分のアドレス

という行を追加すると、自分が送った電子

メールが相手のコンピュータに到着したこ

とを電子メールで知らせてくれる機能が用

意されています。

この機能を使うと、実際には、図2のよ

うなメールが返ってきます。ただし、この

機能はシステム管理者のために用意されて

いるもので、あまり濫用してはいけません。

そもそも一般のユーザーがこのようにヘッ

ダ情報を追加すること自体、通常の環境で

は難しいようです。

さらに、送った電子メールを相手が読ん

だか否かを確認する手段はというと、残念

ながら用意されていないのが現状です。イ

ンターネットの電子メールシステムでは、相

手が電子メールを読む手段としてさまざま

な選択肢があり、実際にメッセージを読ん

だ瞬間を知ることが困難なのです。やはり、

こうした機能が重要であると考える人は多

いようで、さまざまな研究が現在なされて

いますが、残念ながら、今のところ実用的

なシステムにはなっていないようです。

A: 電子メールを使った自動情報配布シス

テムでは、本文に必要な情報のキーワード

を書く場合と、本文は空で「Subject:」の

部分に必要な情報のキーワードを書く場合

の2種類があるようです。いずれの場合も、

プログラムが自動的に返答を返すため、ル

ールにしたがって利用しないと必要な情報

をうまく入手できないことになってしまい

ます。

さて、「本文のないメール」を送ってくだ

さいという場合の多くは、相手側の処理で

本文を無視している場合が多いので、パソ

コン通信のように「本文が空」のメッセー

ジを発信できない場合でも、本文として適

当なメッセージを入力して発信すればいい

ようです。

しかし、一部のシステムでは、本当に本

文に何も書いてはいけない場合があります。

この場合は、空の行を本文として入力して、

発信してみてください。つまり、メッセー

ジ本文を入力するところで改行キーを1回

だけ押し、メッセージ終了の入力をして、

発信をするわけです。 これでもだめだった

らあきらめるしかないですね。

Q
ものの本で、あるアドレスに「内容

のないメール」を送ると、必要な情

報を送り返してくれるということが

書いてあったのですが、ニフティサ

ーブなどの多くのパソコン通信ネッ

トからは「本文のないメール」を発

信することができません。どうすれ

ばいいのでしょうか？

Q
パソコン通信の電子メールだと、自

分が送ったメッセージを相手が読ん

だかどうか、あるいは相手が読んだ

時間などを確認できますが、インタ

ーネットの電子メールではこういう

機能は用意されているのでしょう

か？

The original message was received at Mon, 6 Feb 1995 03:08:35 +0900
from mail.wide.ad.jp [XXX.XXX.XXX.XXX]

----- Transcript of session follows -----
<imag@impress.co.jp>... Successfully delivered

----- Message header follows -----
Received: from zzz.yy.jp by impress.co.jp (8.6.9/IMPRESS)

id DAA14352; Mon, 6 Feb 1995 03:08:35 +0900
Return-Path: <suna@itc.aist-nara.ac.jp>
Received: from aaa.yy.jp by zzz.yy.jp (8.6.9+2.4W/2.8Wb/NAIST-1.5[gate])

id DAA27776; Mon, 6 Feb 1995 03:07:54 +0900
Received: from localhost by aaa.yy.jp (5.67+1.6W[kuis-17]/2.8Wb/NAIST-1.3[is])

id AA04271; Mon, 6 Feb 95 03:07:53 GMT+0900
Message-Id: <9502051807.AA04271@aaa.yy.jp>
To: imag@impress.co.jp
Subject: Are You OK?
From: suna@wide.ad.jp (Hideki Sunahara)
Reply-To: suna@wide.ad.jp
X-Mailer: Mew beta version 0.84 on Emacs 19.28.2, Mule 2.2
Return-Receipt-To: suna@wide.ad.jp
Mime-Version: 1.0
Content-Type: Text/Plain; charset=iso-2022-jp
Date: Mon, 06 Feb 1995 03:07:53 +0900
Sender: suna@itc.aist-nara.ac.jp

----- Message body suppressed -----

図2 到着確認メール
返答としてこのようなメール
が送られてくる。到着時刻な
どが情報として含まれている。
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入門者のための 

A

A: たしかに、利用料金に大きな差がある

ようですね。しかし、料金が高いことがす

なわち悪いことではありませんし、逆に、

料金が安いからといって、質の悪いものを

買わされているわけでもないので、注意が

必要だと思います。利用料金はプロバイダ

ーを選択する際のファクターの1つにすぎな

いということを頭に置いておくといいでし

ょう。

インターネット接続サービスの料金を決

定する要素には、設備や回線にかかわる費

用、ネットワークを維持運用するための人

件費、新しいサービスを開発するための研

究開発費などさまざまなものがあります。

このうちもっとも大きな割合を占めるも

のの1つが回線費ではないかと思います。と

くに、日本ではこの回線費が非常に高いた

め、今後のインターネット社会を構築する

うえでの障害の1つであるとまで言われてい

たりします。

日本全国、そして海外との通信を実現す

るために、IIJやSpinといったおもなサービ

スプロバイダーでは、独自に長距離の回線

や国際回線を用意し、ネットワークを構築

しています。これに対して、リムネットや

ASAHIネットなどいくつかのサービスプロ

バイダーでは、自社でカバーする範囲を限

定し、他の地域との通信はIIJなどのサービ

スプロバイダーに依託するという方法をと

っています。その結果、料金を安く押さえ

ることができるようになったわけです。回線

の大きさはプロバイダーによってさまざまで

すが、たとえば64Kbpsの回線を24本個別

に契約するよりも、1.5Mbpsの回線を一本

契約したほうが料金的には安くなります。

次に、ネットワークをサポートしている

人たちというのも非常に重要な要素です。

とくに、インターネットに関してあまり知

識のない利用者には親切にサポートしてく

れるところが便利だと思いますが、これも

人件費という要因で料金に跳ね返ってくる

ものです。

そして、インターネットが進化を続けて

いる生き物であるという事実も重要なファ

クターとなってくるでしょう。次々と登場

する新しいサービスや常に進化を続けるイ

ンターネット技術に追従し続けるためには、

研究開発の費用だけでなく、利用している

機器を最新のものにしておくことも要求さ

れます。

こうしたすべてのことを高いレベルで維

持するために、全体のコストが大きくなり、

利用料金が高くなるという結果を生み出す

ことになります。

つまり、これらすべ

てを必要としているのならば、高くても多

方面のサポートを約束してくれるプロバイ

ダーを選択したほうがいいでしょうし、逆

に、自分はインターネット技術に詳しいの

でユーザーサポートはなくてもいいと思って

いたり、ある地域のメンバーと通信できれ

ば十分であるといった場合には、自分の目

的にあったサービスを提供するプロバイダ

ーを選択すればいいわけです。

電子メールを利用するだけでそれほど通

信量は必要ないのに専用線型のサービスを

利用する必然性はありませんし、逆に、イ

ンターネットを積極的に利用し、WWWや

FTPをどんどん利用するような環境を会社

で構築しようとしている場合など、非常に

大きな通信量が見込まれるのにダイアルア

ップIPサービスだけというのでは心許ない

でしょう。さらに、WWWサーバーサービ

スなど、特別なサービスが必要な場合には、

それを提供しているプロバイダーと契約し

なければなりません。

まず、自分がどういうことを必要として

いて、どのサービスプロバイダーがどういう

サービスやサポートを提供してくれるのか

をよく調べることが重要でしょう。利用料

金の比較はすぐできますが、サービスやサ

ポートの質については情報をうまく収集す

ることが大切だと思います。本誌をはじめ

とする雑誌や自分の周りにいる人たちにい

ろいろ聞いてみたり、プロバイダーに直接問

い合わせたりして、自分の目的にあったサ

ービスプロバイダーを探してみてください。

Q
巻末のプロバイダーの料金表を見る

と、値段の差ばかり目立ちますが、

どこを選んでいいのかわかりませ

ん。プロバイダーの選び方について

アドバイスをお願いします。
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